
都
市
鉄
道
の
光
動
運
賃
制
は
Ｊ
一方
よ
し
」
か

「感
染
症
禍
」
の
密
回
避
指
向
で
、

首
都
圏
鉄
道
の
朝
混
雑
は

一
時
的
に

大
き
く
緩
和
さ
れ
た
が
、
２
０
２
３

年
の
最
混
雑
時
間
帯
の
平
均
混
雑
率

は
東
京
圏
で
１
３
６
％
と
前
年
よ
り

‐３
ビ
悪
化
し
た

（国
交
雀
）
。
埼
玉

県
内
の
鉄
道
路
線
で
最
も
混
雑
率
が

高
い
の
は
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
の
東
浦
和

↓
南
浦
和
で
１
５
２
％
で
あ
る
。

混
雑
時
間
帯
に
鉄
道
を
利
用
す
る

人
々
に
と
っ
て
誰
し
も
混
雑
緩
和
を

期
待
す
る
が
、

「感
染
症
禍
」
を
経

て
も
混
雑
緩
和
を
期
待
で
き
な
い
。

首
都
圏

へ
の
労
働
人
口
集
中
の
進
行

を
抑
制
し
な
け
れ
ば
、
混
雑
は
さ
ら

に
悪
化
す
る
。
首
都
圏
へ
の
労
働
人

口
集
中
対
策
は
、
鉄
道
会
社
の
範
疇

（は
ん
ち
ゅ
う
）
で
は
な
く
国
の
政

策
で
あ
る
。

た
だ
（
鉄
道
会
社
も
混
雑
に
手
を

こ
ま
ね
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
郊
外

か
ら
都
心
部

へ
の
直
通
運
転
を
実
現

し
、
車
両
基
地
を
拡
張
し
て
広
車
幅

車
両
を
増
備
し
、
運
転
間
隔
を
縮
め

る
よ
う
地
上
設
備
を
改
良
し
、
ホ
ー

ム
も
拡
張
し
て
き
た
。

そ
れ
で
も
混
雑
が
緩
和
さ
れ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
運
賃

（運
送
価
格
）

変
更
も
対
策
の

一
つ
で
あ
る
。
一豊
馴

に
利
用
者
数
が
多
い
と
予
測
さ
れ
れ

ば
運
賃
を
上
げ
、
逆
に
少
な
い
と
予

測
さ
れ
れ
ば
運
賃
を
下
げ
る

「変
動

運
賃
制
」
の
導
入
が
ひ
と
つ
で
あ
り
、

変
動
運
賃
制
は
イ
ー
ル
ド
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
。

も
う

一
つ
の
方
策
が
ピ
ト
ク
ロ
ー

ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

（混
雑
価
格
）
と

い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
都

童

局
速
道
路
で
塀
稚
時
の
通
信
料
金

を
上
げ
、
前
後
の
時
間
帯
に
混
雑
を

平
準
化
さ
せ
る
狙
い
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ

東
日
本
が
首
都
圏
で
２３
年
春
に
始
め

た

「オ
フ
ピ
ー
ク
定
期
券
」
は
こ
の

考
え
方
に
極
め
て
似
て
い
る
。

わ
が
国
の
鉄
道
運
賃
は
、
例
え
ば

浦
和
～
熊
谷
７
７
０
円
と
い
う
よ
う
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に
、
い
つ
、
誰
が
一茉
車
し
て
も
同
額

と
い
う
原
則
が
あ
る
。
こ
れ
は
一来
車

距
離
に
応
じ
て
運
賃
が
決
ま
る
と
い

う
簡
便
さ
が
あ
り
、
誰
に
で
も
分
か

り
や
す
く
ヽ
利
用
者
、
鉄
道
会
社
と

も
扱
い
や
す
い
運
賃
体
系
で
あ
る
。

変
動
運
賃
制
は
、
国
の
審
議
会
で

も
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
る
日
の

あ
る
路
線
の
あ
る
列
車
を
特
定
し
た

運
賃
設
定
も
可
能
で
、
都
市
鉄
道
で

は
大
き
な
混
乱
を
招
く
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
ピ
ー
ク
ロ

ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
考
え
に
基
づ

い
た
運
賃
制
度
と
す
れ
ば
、
比
較
的

導
入
し
や
す
く
、
ま
た
そ
の
効
果
も

利
用
者
、鉄
道
会
社
双
方
に
生
じ
る
。

利
用
者
に
は
混
雑
時
を
避
け
れ
ば

よ
り
低
い
運
賃
を
選
択
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
混
雑
率
の
低
下

に
よ

っ
て
満
足
度
の
低
下

（我
慢
）

を
抑
制
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
方
の
鉄

道
会
社
に
は
ピ
ー
ク
の
輸
送
量
に
耐

え
ら
れ
る
車
両
、
地
上
設
備
、
人
員

を
追
加
的
に
調
達
す
る
費
用
を
抑
え

ら
れ
る
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。
こ
れ
は

鉄
道
会
社
側
だ
け
で
な
く
、
費
用
抑

制
分
を
運
賃
値
下
げ
の
原
資
に
充
て

れ
ば
利
用
者
全
体
に
還
元
さ
れ
る
。

航
空
、
高
速
一来
合
バ
ス
、
タ
ク
シ

ー
だ
け
で
な
く
、
深
夜
割
増
制
度
が

あ
る
都
市
内
乗
合
バ
ス
で
は
、
利
用

す
る
時
間
帯
な
ど
に
よ

っ
て
運
賃
に

差
が
あ
り
、
ど
ん
な
時
間
帯
で
も
同

一
運
賃
で
あ
る
鉄
道
の
運
賃
制
度
が

少
数
派
で
あ
る
。

鉄
道
に
も
幅
の
あ
る
運
賃
制
度
を

導
入
す
る
素
地
は
で
き
て
い
る
。
た

だ
、
イ
ー
ル
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考

え
に
基
づ
く
変
動
運
賃
制
で
は
、
利

用
者
よ
り
も
事
業

・
者
側
が
優
位
に
な

り
、社
会
全
体
の
便
益
も
低
下
す
る
。

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

ヘ
の
社

会
的
対
策
が
必
須
条
件
だ
が
、
前
述

の
よ
う
な
ピ
ー
ク
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
の
考
え
に
基
づ
く
変
動
運
賃
制

な
ら
ば
、
利
用
者
よ
し
い
鉄
道
会
社

よ
し
、
社
会
よ
し
の

「三
方
よ
し
」

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

ふ
じ
い

。
だ
い
す
け
　
東
洋
大
学
経
済
学
部
卒
、
同
大
学
院
修
了
。

博
士

（経
済
学
）
。
東
洋
大
学
助
教
、
運
輸
調
査
局

（塾

父
通
経
済
研

究
所
）
研
究
員
等
を
経
て
、
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
現
職
。
専
門
は
交

通
経
技鬱
十
、
地
域
公
土
企
父
通
政
策
ヽ
ま
ち
づ
く
り
。新
潟
県
三
条
市
「ま

ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
円
卓
会
議
」
委
員
を
歴
任
。
著
作
に

『交
通

経
済
』

（共
訳
）
な
ど
。


